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研究の目的
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考察

太陽電池屋外高精度測定用PV日射計測

太陽電池モジュールを屋外で高精度に測定するための高速照
度センサーとして、実際の太陽電池モジュールの構造を模した
日射センサーを用いた評価手法が提案されている1-5)。当所で
はPVモジュール日射センサ（以下、PVMS）を用いた高速IV
測定を提案し、測定再現性±2%以内が可能であること、
0.9 suns以上の測定機会は年間280日に増加することを示
した3)。現在、更なる高精度化を目指した開発（±1.0%以
内の測定精度）を進めている6-7) 。本研究では、PVMSが備
えるべき要求事項を把握するために、ダミーセルのサイズ、セル
周辺部の余白、入射角依存性の評価を実施し、構造・サイズ
の最適化を図ることを目的としている。
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実験１ (型式A～D、MUTとの比較) 実験２ (型式A～G、各種MUTとの比較)

☀ ダミーセル（余剰）面積、余白面積の効果

計測系： PVMSの正極と負極はシャント抵抗（10 mohm）を介して短
絡。シャント抵抗両端の電圧をデータロガーにて記録。

換算日射：上記電圧から短絡電流を逆算し、値付けされた各PVMSのSTC
における短絡電流値で割り戻し、換算日射を求める。

EETS社製 RC1191

型式A～D: MUTとの比較

PVMSの型式による違いは小さい（±1%以内＠10時
-14時）
RC1191： 朝夕、余剰面積（小）の効果

対MUT：N16C型以外は、±1%以内＠10時-14時
N15A，N16Cは朝夕の利得大

型式A～Gの比較

換算日射の比： ±1%以内＠10時-14時

換算日射比：S字、U字が見られる

C型、D型は朝夕に利得が大きくなる→余白の効果

各種MUTとの比較

☀ 対MUT（型式A～D）
– 10時～14時の間であれば、MUTとの差異は±1.0%に入る。

☀ 換算日射比に現れるＳ字・Ｕ字
– PVMS・MUTの法線ベクトルの微小なズレに起因する。

☀ 追加PVMS、海外製の比較
– 各種PVMS（型式A～G）：いずれを用いても差は小さい（10-14時であれば±1％以内）。

☀ 今後の予定
・計測継続、入射角と誤差量の関係について、定量的な評価
・PVMSの小型化
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☀ Ｓ字・Ｕ字は法線ベクトルのズレで
説明できる

☀ 微小な法線ベクトルのズレだけでは、
南中前後の差異は高々1%

上段：換算日射の変化
下段：MUTで各換算日射を規格化
（7時～17時）
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